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これは、アップデートされた改訂版ではないので、メンバーの学習のためのみとし、外部の人にあげるためには使わないで下さい。ありがとう！
子供の社会性

宣教師の単立したコミュニティーからなり、

一般に「ファミリー」と呼ばれるグループを代表しての公式発表

1992年8月

概　　説

１．社会性に関する質問

私達の子供達には、コミュニティー外の同年齢の子供や大人と接する機会が十分与えられてないのではないかと、幾つかの機関から懸念の声があがりました。これは、共同生活という私達の生活様式や、確固たる宗教的な信念（それを子供達にも伝えています）、それに私達の多くが子供達に家庭で教えるのを選んでいる事が理由です。

　　人が良識ある社会行動を身につけていることが社会性であるならば、現代の子供達の大半と比較して、私達の子供達は実際に社会性に優れ、社会的なマナーにおいてもまさっていることを、この資料を通して皆様に明らかにしていきたいと思います。また、幾つかの機関によれば、社会性を身につけるために望ましいとされてはいるものの、私達の見解からすれば、私達の子供達にとって、殊に信仰を深め、立派なクリスチャンとして成長していく上で、かえって害となり、社会的にも精神的にも悪影響をもたらすような事柄をあげていきます。これについては、一般の学校で子供達が毎日のように経験する事や、一般の調査が良い裏付けとなっています。

　　現在、世間一般の学校やその他の教育機関において、校内暴力や非行、いじめなどといった秩序の低下が見られますが、私達が子供に優れた社会性を教える上で成功を収めていることを、一般の教育機関の方々にも認識いただけたらと思います。

２．「社会性を身につける」とは？

　　「社会性を身につける」というのは、社会から期待されている行動を、個人が学び実践する過程を指して使われる言葉です。共に生き共に働くためには、特定の共通の価値観に同意し、それに従って行動しなければなりません。これは大抵、他の人達から学ぶものです。人々が互いに接し合う中で、それにかかわる全員が影響を受け、程度の差こそあれ、それに従って態度や振舞いを変えていくわけです。習慣や考え、態度や価値観などは、この社会性を身につける過程を通じて育まれていきます。

　　さてこの過程は生まれた時から始まって、生涯続きます。人が何をすべきか、どう反応すべきかを教えられる場合、それは意図的になされる過程です。しかし社会性は、単に他の人々といることによって間接的に学ぶ場合が多いのです。家庭は子供に社会性を身につけさせる最も基本的な場所です。殆どの子供は、話し方や基本的な健康と衛生、食習慣、信条、特定の価値観などを、家庭から学びます。神という概念、男性であるとは、あるいは女性であるとはどんなことなのか、どうやって誕生に至ったのか、なぜ人生はこういうものなのか、真実と嘘の違い、それに人生において重要なことは一体何なのかなどを学ぶのです。

　　行動科学者は、社会性を身につけるということは、社会を永続させるための原則とみなしており、さらに私達からすれば、宗教的コミュニティーを永続させるための原則でもあります。社会性を身につけていく過程を通して、文化や宗教的価値観が一つの世代から次の世代へと受け継がれていくのです。

３．私達の子供達は非常に高い社会性を身につけている

　　私達の子供達ほど高い社会性を身につけた子供は、あまり見受けられません。私達の子供達の成長の場である協力的なコミュニティーでは、全員が優れた道徳性や社会性を目指して努力しています。私達のような宣教コミュニティーで生活していくには、直接教えられる事や経験から学ぶ事を通して、非常に高度な社会性を身につけていく必要があります。このように堅い絆で結ばれた協力的な生活様式が存在し、平和と調和の内に繁栄し続けていく為には、行動規範や公平さ、他の人々への思いやり、対人関係、愛と心くばりを表わす事、良い影響を与える事、安全に気を配る事、他の人達と協力して共に働く事、責任を分担する事、人に話す時の礼儀など、数多くの人間関係上のマナーを守り、また熟練させていかなければなりません。

　　また、留意して頂きたいのですが、私達は単なるミニチュア社会ではありません。私達の社会は、一つのクリスチャン文化であり、グループとして、イエスのイメージに従おうと努力しています。私達はそれこそが、社会性を身につける上での最高の目標だと信じています。

　　一つの例として、私達がグループとして目指している、洗練された対人関係のマナーの水準は、私達が子供達のために制作しているビデオを一つご覧になれば、理解して頂けると思います。こういった教材は、子供達が優れた社会性を身につけるのに大いに効果があると、世界中のご父兄や専門家の方々から多くの称賛を頂いています。それらのビデオで映し出され、紹介されている価値観は、私達が互いと子供達の内に育もうと努めている、はるかに複雑な対人関係の技術のささやかな見本にすぎません。

　　別の例として、コミュニティーに新しいメンバーが加入する場合があげられます。社会性を身につける従来の過程を何年も通ってきたにもかかわらず、新しいメンバーで、他の人達と調和の内に生活する方法に通じている人は極めて稀です。現在の社会や一般の学校体制が社会性を身につけるのにそれほども効果的であるならば、私達のコミュニティーに来る新しいメンバーが、他の人達と共に生活し共に働く能力をあまり持ち合せていないのはなぜでしょう？　他の人に正直に率直に話すという基本的な技術や、様々な意見の相違を解決する能力を、彼らがあまり身につけていないのはなぜでしょうか？　生活の質全体が急激に低下し、若者の全般的な幸福も薄れていっています。社会性を身につけるための従来の方法が絶対にまさっているというのなら、そういった事が特に第一世界の多くの国で起こっているのはなぜでしょうか？　それは、過去において、子供達が優れた社会性を身につける上で最も効果をあげていた家庭や教会や学校などが、現在はその責任を果していないからだと、私達は堅く信じています。子供達を行くべき道に従って訓練するという義務は放棄され、かつてのかけがえのない責任は、今では他の子供達やテレビ、神を認めない公立学校に奪われてしまったからです！

　　他の人への思いやりは、現代社会でそれほど発達しているとは言えません。しかしそれ無くしては、社会は必ず混乱し、動乱や内紛の原因にさえなるのです。これは現在世界中で起こっていることです。私達の子供達は、他の人達と良い関係を維持していくことの重要性をしっかり認識しており、祈りや、正直な心と心の話し合いを通じて、摩擦を素早く容易に解決する方法を学びます。他の人への思いやりは、私達のコミュニティーのメンバーへの思いやりだけにとどまらず、外部の人達に対しても生涯に渡って積極的な思いやりを示すことにつながります。子供達は、私達と共に、社会のあらゆる人に手を差し伸べ、奉仕することを学ぶのです。私達は、社会的な順応性を身につけることに非常に力を入れています。使徒パウロもこう言いました。「私がキリストにならう者であるように、あなたがたも私にならう者になりなさい。私は、すべての人に対して自由であるが、出来るだけ多くの人を得るために、自ら進んですべての人の奴隷になった。ユダヤ人には、ユダヤ人のようになった。ユダヤ人を得るためである…弱い人には弱い者になった。弱い人を得るためである。すべての人に対しては、すべての人のようになった。何とかして幾人かを救うためである。」（第１コリント11:1、9:19,20,22）

　　私達は、100ヵ国近い国籍から成る多国籍グループです。私達のホームでは、世界各国の人達と接します。私達は宣教師であり、メンバーは世界中から集まっているので、子供達は一国の社会や文化だけの社会生活に限定されてはいないのです。私達のコミュニティーはミニ国際文化なので、子供達に広く豊かな視野をもたせ、また他の人達と話す能力を向上させるのに大いに役立っています。多数の異なった国や人種、様々な宗教的背景を持った人達と接することで、他の人々の言語や歌、習慣や信条などをじかに学ぶのです。

　　子供達は私達大人と一緒に、自分達の住む地域の人達を訪問したり、伝道に出たりします。老人ホームや孤児院を訪問したり、著名人や裕福な人々の社交的な集まりなどに出席したり、貧しい人達の家を訪問したりもします。また会社経営者の会合や、学校や保育所、民間のクラブにも出かけます。私達の子供達は、政府の高官や裁判官、新聞記者やカメラマン、また路上の貧しい少年達とも同様に、物おじすることなく話したり祈ったりします。境遇や年齢の違いにかかわらず、どんな人とも直接会って、話をしたりするのです。これこそ、社会性を身につける最高の方法です！

４．子供の社会性がどうして問題になっているのか？

　　私達が非難を受けているのは、優れた社会性を身につけていないせいでない事は明らかです。実は、献身的なクリスチャンとして、私達が子供達を、俗的で悪影響を与え、明らかに堕落させるような社会的環境には順応させない方針をとっていることが問題となっているのです。これこそ、問題の核心であり、意見の相違点です。聖書には、「全世界は悪しき者の配下にある」（第１ヨハネ5:19）とはっきり書かれています。しかし、私達が子供達を世間一般の流れに従わせることを望む人もいるのです。私達がそれを拒むと、そういった人達は侮辱されたと感じ、自分の意志や方法を私達に押し付けようと、一層躍起になります。しかし、彼らの意志や方法の多くは、聖書に真っ向から反対するものです。私達はどうすべきなのでしょうか？　彼らの言いなりになって、世間のやり方に従うべきでしょうか？　それとも神の命令に従い、私達の宗教的権利のために戦うべきでしょうか？

５．子供を気遣う親は、社会が子供に及ぼす影響を監視し、悪い習慣などを身につける可能性がある場合には、それを抑制しなければならないこともある

　　歴史を通じて、誠実なクリスチャンや他の良識ある宗教グループは必ずと言っていいほど、自分達の子供達の、外部の子供達とのかかわりや接触について、その道徳的な質を注意深く監督してきました。もともとそれが理由で教会の教区学校が始まったのです。社会のすべての子供達が同じ種類の過程を通して社会生活を学ぶ必要はないし、子供達自身もそう望んでいないし、実際それをする価値もありません。適切な指導もなく社会に順応させようとすることは、愛ではなく、監督放棄です！規則からの「自由」、神からの「自由」、伝統的なクリスチャンの価値観からの「自由」は、自由ではなく、かえって社会的無政府状態と犯罪や暴力などへの扉を開き、究極的にはすべての自由を失ってしまうことになるのです！

　　現代社会における社会への順応の形態は、多くが子供達にはなはだしい悪影響を及ぼします。子供達は悪い素行を強制的に学ばせられるべきではありません。単純明快なことです。世間の殆どの学校（そして悲しい事に、最近の教会系の学校の多くも）は、非行に走る子供達が大勢いて、他を堕落させる級友や悪魔的な教義と策略が氾濫しており、クリスチャンの親が子供達の内に育みたいと望むような道徳的基盤を打ち壊し、「社会性の欠如を招く」ばかりなのです。

　　ただ「たくましく」育てるために、子供を他の子供達の破壊的な行為や嘲笑的な威嚇に長い間さらす必要があるといった誤った考え方は、私達も聖書も容認していません。社会性を身につけるために経験を積むといっても、本当に問題なのは「質」であって、「量」ではないのです。私達は、「社会性を身につける訓練」のために、子供達を様々な人間がごちゃまぜに入っている一つの大きなプールに無差別に放り込むという方針には、断固として反対です。特にその水が何の処理も、ろ過もされてもおらず、危険で、不信心や軽蔑、それに宗教的信念やしつけの不足などでひどく汚染されているとわかっているのであればなおさらです。もちろん、これに加えて、麻薬やアルコール、性的な問題や倒錯、暴力、いじめ、非行少年達、排他的な仲間意識、犯罪、敵意を含んだ競走心、それに人間性に欠ける指導といった、一般に社会のガンとして見られている問題もあるのは、言うまでもありません。味わわない方がずっと良い、悲しく残念な「社会的経験」が非常に沢山あるのです！

６．同じ年頃の子供達とばかり接することで社会性を学ぼうとするのは、子供にとって最善ではない

　　公共の場で社会性を身につけることを提唱する人々は、今日の公立学校という環境において、多種多様の子供が集まり、社会的な益が受けられるということだけでも、公立学校は子供達にとって良いものだと信じさせようとしますが、精神療法医ラリー・シャイアーズ博士は、家庭で教育されている子供達と、公立学校で教育を受けている子供達を比較する画期的な研究において、この一般的でありふれた神話の誤りを見事に暴露しています。

　　1992年６月に、フロリダ教育大学で執筆された博士論文によれば、シャイアーズ博士（結婚、および家族療法、精神衛生カウンセラーであり、フロリダ臨床ソーシャルワーク委員長を務める）は、８才から１０才までの７０人からなる２つのグループを設け、その行儀と社会性発達度のテスト結果を比較しました。１つのグループは、家庭で教育を受けている子供達から成り、もう一つは、フロリダ州のレーク、オレンジ、及びセミノル郡にある公立、及び私立学校の児童からなるグループです。子供達の遊んでいる様子はビデオで撮影され、どの子供が家庭で教えられているか、普通の学校で教育を受けているかを全く知らされていない、熟練したカウンセラー達によって観察されました。

　　シャイアーズ博士は、社会性発達度テストの結果から、２つのグループの子供達には、自己イメージや自己主張については大きな違いはないことを発見しました。しかしビデオでは、家庭で親から教えられている子供達は皆、行儀についての問題が少ないのです。家庭で教えられている子供達は静かに話す傾向があり、グループで仲良く遊び、他の子供達も遊びに加わるように積極的に誘うことが映し出されています。それに反して、「普通の学校で教育を受けている子供達は、家庭で教えられている同年齢の子供達に比べると、乱暴で、騒々しく、競争心をむき出しにしている。一人の子供がうるさいと、他の子供はもっとうるさくしようとする。一人の子供がおもちゃを拾いあげると、他の子供はしばしばそれをひったくろうとする」という結論が出されています。

　　例をあげれば、家庭で教えられている８才の女の子は、ぬいぐるみに優しく話しかけるのですが、普通の学校で教育を受けている８才の女の子は、ぬいぐるみを放り上げたり、男の子の邪魔をしようとしたりします。家庭で教えられている子供達は遊びに入る前に静かに自己紹介をしますが、普通の学校で教育を受けている子供達は一人で座り、互いをじっと観察し合うばかりで、ゲームに加われない場合には、腕を組んで膨れっ面をしたりするのです。

　　教室は生徒達が社会性を身につけるのに最善の場所であるという仮定も、アメリカの５０州すべてが、1918年に学校への出席義務についての法律を定めた理由の一つだったと、シャイアーズ博士は指摘しています。しかしながら、公立学校に対する不満が募っている現在、ホームスクールは増加の一途をたどっていると、博士は語っています。教育研究者は、アメリカではおよそ100万家庭が自宅で子供達を教えていると推定しています。そして他のほとんどの産業諸国でも家庭で教育を受ける子供達は増加しているのです。

　　なぜ家庭で教育を受けている子供達の方が普通の教室で勉強している子供達よりも行儀がよく、社会性に優れているのでしょうか？　この件に関してシャイアーズ博士は、家庭で教えられている子供達は両親を手本にするが、普通の学校で教育を受けている子供達は、教室にいる他の子供達をまねるからだと説明しています。博士は、「この研究の結果から、子供の社会性の発達は、以前に考えられていた事と違い、他の子供達との接触に影響されるのではなく、大人との接触によってもっと影響されることが分かる」という結論を下しました。

　　他にも様々な研究から、興味深い発見がなされています。それは、家庭で教育を受けている子供達は、標準学力テストで、一般の学校の子供達と同じか、あるいはより良い成績を収めていることです。ですから、社会性をより良く身につけているだけでなく、より良い教育も受けている訳です！

７．一般の学校環境では、社会からの悪影響を受け、自信喪失につながる

　　ニューヨーク市立大学の環境心理学者、マキシン・ウルフェ女史は、その論文、「施設の環境と児童の生活：教育施設の歴史的、発展的、環境的見解」の中で、「通常の学校は、子供達一人一人を尊重して、それぞれの能力に応じて教えることよりも、学校という組織の目的達成を何が何でも優先させようとするので、学校という環境だけでも、子供達の社会性の発達に悪い影響を与える」と述べています。

　　コーネル大学の社会及び発達心理学者、ユリー・ブロンフェンブレナー博士はこの点に関してさらに詳しく述べています。博士は「子供時代の２つの世界」の中で、通常の学校生活や、ただ同年齢の子供達と生活することで生み出される惨めな社会性の欠如を嘆いています。年長の子供達といることで、彼らに習おうとし、望ましい行動などが強化されるのに、年齢ごとに異なるクラスに分けてしまうのは、子供達にとって良くないと博士は信じています。それに反して、家族を基本とする家庭での教育においては、様々な年齢層や、子供達の良い模範となれるような人々に接する機会が自然と与えられます。

　　私達がしているように、親が子供達を尊重する、暖かく愛のこもった親子関係を持つことで、子供達は安心感や自信を得、他の人達との関係でもうまくやっていけるという自信をつけます。子供達は自信を育まれるならば、成長するにつれて出くわす、様々な幅広い社会的な状況にも、より自信をもって飛び込んでいけることでしょう。私達のホームでは、社会での成功に欠かせないそういった要因が育まれており、そうした事柄は、子供達の長期の社会的発達において、他の何にも増して重要なのです。

　　興味深いことに、ブロンフェンブレナー博士は、子供が幼い頃から同年齢の子供達とばかり一緒にいて、両親や、自分よりも年上の家族と過ごすよりもそのような子供達と過ごす時間が多い事は、子供にとってかえって害となりやすい事を発見しています。仲間に依存するようになり、自分が価値ある人間だという意識や、楽観性や、両親への尊敬を失うからです。だから、一般の学校で社会性を学ぼうとすることの益とは一体何なのでしょうか？

社会性は、あくまでも

私達の宗教的信条にそった方法で

身につけなければならない。

　　世間がどう考えていようと、神への奉仕に献身する私達は、クリスチャンとして、聖書に明確に定められている方法に従って社会性を身につけることを信念としています。

８．私達と私達の子供達は世俗的な人達や不信者から離れているようにと、聖書は命じている

　　聖書は、献身したクリスチャン信者は、その子供達も含めて、不信者や世俗の人達とあまりにも親しくしないように、明確に勧告しています。ただし、それらの人達に伝道し、イエスを受け入れることの素晴らしい益や報いについて話し、イエスを拒むことの結果について警告する時は別ですが。不信者との結婚さえ、旧約聖書ははっきりとそれを禁じており、新約聖書もそれをしないようにと勧めています。（第１コリント7:12-16､39、第２コリント6:14､15）。「また彼らと婚姻してはならない…それは彼らがあなたのむすこを惑わしてわたしに従わせず、ほかの神々に仕えさせることとなるからである。」（申命記7:3､4）

　　また信者は、あざける者や、キリストを拒む不信者や、信仰を持たない世俗の人達の活動に参加したり、あまりにも深入りすべきではないと聖書は警告しています。「悪しき者のはかりごとに歩まず、罪びとの道に立たず、あざける者の座に座らぬ人はさいわいである。｣(詩篇1:1）「彼らの間から出て行き、彼らと分離せよ、と主は言われる。そして、汚れたものに触れてはならない。触れなければ、わたしはあなたがたを受けいれよう。｣(第２コリント6:17）「わたしの民よ。彼女（世俗の体制）から離れ去って、その罪にあずからないようにし、その災害に巻き込まれないようにせよ。｣(黙示録18:4）「不信者と、つり合わないくびきを共にするな。義と不義となんの係わりがあるか。光とやみとなんの交わりがあるか。キリストとベリアルとなんの調和があるか。信仰と不信仰となんの関係があるか。｣(第２コリント6:14､15）「主の杯と悪霊どもの杯とを、同時に飲むことはできない。主の食卓と悪霊どもの食卓とに、同時にあずかることはできない。｣(第１コリント10:21）「実を結ばないやみのわざに加わらないで、むしろ、それを指摘してやりなさい。｣(エペソ5:11）「わが子よ、彼らの仲間になってはならない、あなたの足をとどめて、彼らの道に行ってはならない。｣(箴言1:15）「よこしまな者の道に、はいってはならない、悪しき者の道を歩んではならない。それを避けよ、通ってはならない、それを離れて進め。｣(箴言4:14､15）「去れよ、去れよ、そこを出て、汚れた物にさわるな。その中を出よ、主の器をになう者よ、おのれを清く保て。｣(イザヤ52:11）「あなたがたは、むなしいだましごとの哲学で、人のとりこにされないように、気をつけなさい。それはキリストに従わず、世のもろもろの霊力に従う人間の言伝えに基くものにすぎない。｣(コロサイ2:8）「狭い門からはいれ。滅びにいたる門は大きく、その道は広い。そして、そこからはいって行く者が多い。命にいたる門は狭く、その道は細い。そして、それを見いだす者が少ない。」(マタイ7:13､14)

　　さらに、今や世界は終わりの時に入っていることを私達は信じています。ですから世界の状況は社会的にも、道徳的にも急速に悪化し続けることでしょう。終わりの日々についての聖パウロの預言的記述は、大勢の人にとって急速に、日常のごく当り前の状況となってきているように思えます。「しかし、このことは知っておかねばならない。終りの時には、苦難の時代が来る。その時、人々は自分を愛する者、金を愛する者、大言壮語する者、高慢な者、神をそしる者、親に逆らう者、恩を知らぬ者、神聖を汚す者、無情な者、融和しない者、そしる者、無節制な者、粗暴な者、善を好まない者、裏切り者、乱暴者、高言をする者、神よりも快楽を愛する者となるであろう…悪人と詐欺師とは人を惑わし人に惑わされて、悪から悪へと落ちていく。」　聖パウロは真にキリストを信じる者全員に忠告を与えています。「しかし、あなたは、自分が学んで確信しているところに、いつもとどまっていなさい。あなたは、それを誰から学んだか知っており、また幼い時から、聖書に親しみ、それが、キリスト・イエスに対する信仰によって救いに至る知恵を、あなたに与えうる書物であることを知っている。」（第２テモテ3:1-4、13-15）

９．私達はこの世にはいるが、神のしもべ、また献身したクリスチャンとして、世俗の事柄にあまりにも深入りすべきではない
　　私達は、自分達が神に仕えるために選ばれた民であり、主への奉仕に完全に献身した人生を送るためにも、世俗とのかかわりから離れているべきだと信じています。神から明確に授かった緊急の召しを確信しているのです。それは生涯をかけた決意であり、過去に神に選ばれ、召された人達がしたのと同じ完全なる献身です。私達はイエスや、預言者達、使徒達、初代教会の弟子達、全ての時代の偉大な神の男女や子供達の手本に従っているのです。

　　私達のグループで全時間献身するメンバーは、社会の主流から自分達を分離させ、民の信仰のために仕えた旧約聖書時代のレビ族と多くの面で類似しています。聖パウロはこう言いました。「しかし、あなたがたは、選ばれた種族、祭司の国、聖なる国民、神につける民である。それによって、暗やみから驚くべきみ光に招き入れて下さったかたのみわざを、あなたがたが語り伝えるためである。」（第１ペテロ 2:9）私達もそうすることを信じています。聖パウロはこうも言っています。「それは、あなたがたが責められるところのない純真な者となり、曲った邪悪な時代のただ中にあって、傷のない神の子となるためである。」（ピリピ 2:15）

　　イエスはご自分に従う者達を、この世から離れた者達としてみなしておられました。「わたしは彼らに御言(みことば)を与えましたが、世は彼らを憎みました。わたしが世のものでないように、彼らも世のものではないからです。」（ヨハネ 17:14）「もしあなたがたがこの世から出たものであったなら、この世は、あなたがたを自分のものとして愛したであろう。しかし、あなたがたはこの世のものではない。かえって、わたしがあなたがたをこの世から選び出したのである。だから、この世はあなたがたを憎むのである。」（ヨハネ 15:19）

１０．悪影響を与える「社会への順応」は避けるべき
　　世俗的で、悪い影響を与える社会への順応は道徳観を破壊するので、信者達はそれらを避けるように訓戒されています。この原則を教えるため、聖書には沢山の例が載っています。偉大な族長アブラハムは、賢明にもヨルダンの低地を避けました。しかし、自分の領地を慎重に選ぶことをしなかった甥のロトは、そこに移ってすぐに、ソドムの町の問題に巻き込まれてしまい、「非道の者どもの放縦な行いによってなやまされていた。（この義人は、彼らの間に住み、彼らの不法の行いを日々見聞きして、その正しい心を傷めていたのである。）」（第２ペテロ 2:8）聖ペテロはこの教訓を使って、教会に警告を与えました。「愛する者たちよ。それだから、あなたがたはかねてから心がけているように、非道の者の惑わしに誘い込まれて、あなたがた自身の確信を失うことのないように心がけなさい。」（第２ペテロ3:17） 私達はこの言葉に心から同意します！

１１．私達の子供達に悪い「社会順応化」を無理矢理押しつけることを要求している国や地方政府を非難する

　　いかなる市民も、自分の好む人々とつきあう権利を主張するように、私達も、自分達が好む人々とつきあう権利、及び、私達の精神的な発達を妨げ、聖書の精神や戒めに反するような人々とのつきあいを避ける権利を主張します。

　　ノアとその家族は賢明にも、神からの警告に従い、自分達の家族を救おうと箱舟を造り、そのおかげで、人類は絶滅をまぬがれました。同様に、私達の任務や召しにも、神の定められた目的があると信じているので、私達は「わたしの父の仕事に携わっていなければならず」（ルカ2:49）、「この世の事に煩わされる」(第２テモテ2:4)べきではないと思っています。

　　政府機関が私達の生活に乱暴に介入し、私達のコミュニティーを解散させようとすること、また、宗教の実践や生活様式を妨害したり、わざわざ信仰を打ち壊すような世俗の学校や堕落した環境に私達の子供達を強制的に放り込んで、子供達がつきあう相手まで決定しようとすることは、私達の誠実な信条と信仰に対する明らかな侮辱としか言いようがありません。

　　ノアの息子達のセム、ハム、ヤペテが敬神的な親や家庭から引き離されてしまい、その結果、邪悪な社会とは一切交わらずに箱舟の建造に専念するという神から授かった任務ができなかったなら、人類は今なお存在しているでしょうか？　当時も、様々な勢力がノアとその小さな家族に対して、邪悪な社会に順応するよう強制しようとしていたことが想像できます。これは、現在、私達に様々な押しつけをはかっている機関と同じです。今私達の子供達に起こっているのと同様に、その時代の社会もおそらくは、ノアの子供達に、その宗教を捨てさせ、神からの生涯の召しを無視させようとしたことでしょう。そして、洪水前の時代の、暴力が氾濫し、神を認めることもない学校に行かせようとしていたのかもしれません。もちろんそれは、神に反抗する暴力的な世界にあって、明らかに他の子供達とは違っているノアの子供達を「社会に順応させ」、「正常な子供達にする」という誤った目的のためです！　「時に世は神の前に乱れて、暴虐が地に満ちた。神が地を見られると、それは乱れていた。すべての人が地の上でその道を乱したからである。そこで神はノアに言われた、『わたしは、すべての人を絶やそうと決心した。彼らは地を暴虐で満たしたから、わたしは彼らを地とともに滅ぼそう。』」(創世記6:11-13)

　　私達はノアと似たような使命のために召されたと信じています。ですから当然ながら、ノアとその家族の神に対する従順を手本としているのです。「信仰によって、ノアはまだ見ていない事がらについて御告げを受け、恐れかしこみつつ、その家族を救うために箱舟を造り、その信仰によって世の罪をさばき、そして、信仰による義を受け継ぐ者となった。」(ヘブル11:7)  イエスご自身、私達にこう警告しておられます。「人の子の現れるのも、ちょうどノアの時のようであろう。すなわち、洪水の出る前、ノアが箱舟にはいる日まで、人々は食い、飲み、めとり、とつぎなどしていた。そして洪水が襲ってきて、いっさいのものをさらって行くまで、彼らは気がつかなかった。人の子の現れるのも、そのようであろう。」（マタイ24:37-39）

　　洪水の起こる前に、ノアと息子達が、神を神とも思わぬ人間達と「食い、飲み」したり、親しくつきあったりしていなかったことは非常に明らかです。同様に私達も、主の来臨の日がどんどん迫っているというのに、子供達を、神を神とも思わぬ現代の人間達と「食い、飲み」させることは、私達の信条に反することだとみなしています。しかし、子供達がコミュニティーの外の人々に会い、話し、証しをする機会は無論ふんだんに与えています。

１２．神は、私達が世俗的な事にかかわるのを望んでおられない

　　神は、人間が幸せな人生を送り、神と他の人達を愛し、神の素晴らしい創造物を楽しむことを願っておられます。ですから、人間が利己的で、物質主義的で、残忍で、反抗的で、不平ばかり言い、不信心で、高慢で、感謝を知らず、倒錯した生活を送ることは、人間が健全で楽しく生きるという神の計画の一部ではありません。事実、聖ヤコブや聖ヨハネは、世俗を愛する者すべてをこのように戒めました。「不貞のやからよ。世を友とするのは、神への敵対であることを、知らないか。おおよそ世の友となろうと思う者は、自らを神の敵とするのである。世と世にあるものとを、愛してはいけない。もし、世を愛する者があれば、父の愛は彼のうちにない。すべて世にあるもの、すなわち、肉の欲、目の欲、持ち物の誇は、父から出たものではなく、世から出たものである。」(ヤコブ4:4、第１ヨハネ2:15,16)

１３．コミュニティー内でも、外での証しの時にも、私達は人々と建設的で健全な交わりを持つ

　　私達は、閉鎖的な生活をする宗教共同体とは全く無縁の存在です。たいていの宗教的共同コミュニティーよりも、社会全体のありとあらゆる種類の人々に接する機会がはるかに多いからです。それは、クリスチャンは誰でも他の人達に主について話すという道徳的責任を負っていると信じているからです。イエスは、この世は神の子らにはふさわしくない環境であると断言されましたが、それでも彼らがこの世にとどまって他の人達に伝道することを望まれたのです。イエスは父にこう祈られました。「『わたしがお願いするのは、彼らを世から取り去ることではなく、彼らを悪しき者から守って下さることであります。あなたがわたしを世につかわされたように、わたしも彼らを世につかわしました。』　そして彼らに言われた、『全世界に出て行って、すべての造られたものに福音を宣べ伝えよ。』」(ヨハネ17:15,18、マルコ16:15)

　　メンバーにとってかえって妨げとなったり、悪影響とならない限りは、イエスのように、私達は伝道という形で様々な種類の人の間にどんどん出て行って交わるべきであると信じています。「それから、イエスが家で食事の席についておられた時のことである。多くの取税人や罪人たちがきて、イエスや弟子たちと共にその席に着いていた。パリサイ人たちはこれを見て、弟子たちに言った、『なぜ、あなたがたの先生は、取税人や罪人などと食事を共にするのか。』　イエスはこれを聞いて言われた、『丈夫な人には医者はいらない。いるのは病人である。』」(マタイ 9:10-12)

１４．私達の人生の目的や社会での役割のゆえに、私達はコミュニティー外の人達と接する機会に非常に恵まれている

　　私達は一人残らず(男性も女性も子供も)、神に仕え、主の来臨のために道を備えておくよう神に召されたと信じています。現在、また来たるべき困難な日々において、大勢の人々を慰め、精神的に導くことも、私達の使命の一部です。

　　聖書の言葉をよく知り、真の信仰に生き、それを実践し、できる限り大勢の人々に救いの福音を宣べ伝えることが、私達の道徳的義務であると考えています。また、キリスト教の生きた手本としての生活を存続させ、それを世界に対して示し続けることや、神に仕えられるよう、信仰やその他あらゆる面で自分達自身や私達の子供達をきちんと備えるべく全力を尽くすことも、私達の召しだと信じています。私達にとって、これらの事は非常に切実で重要な事柄なのです。

ま と め

　　少数派の宗教グループの子供達は、どうしてこれほど頻繁に、信仰を打ち砕く「社会への順応」という策略の被害者となるのでしょうか？　宗教迫害の歴史をたどってみればいとも明らかなことですが、イデオロギーに関する衝突があると、攻撃者が、より小さく弱い方のグループの子供達を、自分達の信条に順応するよう無理やり「変えさせ」ようと試みることがしばしば起こっています。このような行為が世界各地で発生していることから、国連総会は、1989年11月20日、「子供の人権会議」で以下の宣言を採択し、世界の主要諸国すべてが調印しました。

　　「締約国は、子供の思想と良心と宗教の自由についての権利を尊重する。」(第14条1項)

　　「締約国は、親、あるいは適切な場合には法的な後見人が、子供達がその成長に伴う能力に沿ったやり方で自らの権利を行使するのを導く権利や義務を尊重する。」(第14条2項)

　　「人の宗教及び信条の表現の自由は、法律によって定められ、公共の安全と秩序と健康、道徳、他の人々の基本的権利や自由を守るために必要とみなされる場合にのみ制限される。」(第14条3項)

　　「民族的、宗教的その他の少数者達、あるいは先住民のいる国では、そのような少数集団に属する子供や、先住民である子供は、自らの属する集団のメンバー達のいるコミュニティーで、自分達の文化を享受し、自らの宗教を告白し実践し、自らの言語を話す権利を侵害されるべきではない。」(第30条)(アンダーラインは強調のために私達が引いたものです。)

　　神に従い、その戒めに従うことを選ぶ人々の、宗教的信条や実践や宗教の自由を、目的を微妙に偽って攻撃する方法が数々あります。平和に暮らすクリスチャン宣教師の家族の生活に対する、国や地方政府からの抑圧、警察のいやがらせや妨害ほど不快なものはありません。どの宗教であれ、信仰を持つ子供達、特にその信仰の中で生まれ育った子供達が、圧政的あるいは権威主義的な政府機関によって、無理やり「社会に順応させられる」ことは、絶対に容認されるべきではありません！　しかしながら、政府管轄の機関が、私達の宗教的コミュニティー内の子供達に、「俗人の一員になる」よう命じ、さもなくば罰せられるか迫害されると威すといったことが起こっているのです！　文明が高度に発達したはずの現代社会にありながら、全くもって宗教に対するあからさまな不寛容、言語道断たる悪質な職権乱用ではありませんか！　これは神の言葉に対する大胆な反抗としか言えません。聖書にはこうあります。「あなたがたは、この世と妥協してはならない。むしろ、心を新たにすることによって、造りかえられ、何が神の御旨であるか、何が善であって、神に喜ばれ、かつ全きことであるかを、わきまえ知るべきである。」(ローマ12:2)  他人の権利に対するこの侵害行為を直ちに阻止しないなら、その内に、こうした行為が制限も規制もされなくなってしまうことでしょう。いかなる宗教を信じる子供も安全ではなくなるのです。ですから、皆さんに求めます。どうか、貴重な市民の自由及び宗教の自由が失われつつあることを十分考慮して、私達と共にこの戦いを戦って下さい！
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